













要な元素の K特性 X線が 1～10keVの X線帯域に含まれるため、X線観測は超新星残骸のプラズマ状態を調べる強
力なプローブとなる。我々は X線観測衛星「すざく」で観測した超新星残骸 SN1987Aのスペクトル解析を行った。
超新星残骸 SN1987Aは、1987年に太陽系から約 51kpc離れた系外銀河にある大マゼラン星雲内で発見された超
新星 (Supernova)の残骸 (Remnant)である。可視光の観測から重力型超新星残骸 (II型)に分類され、現在も膨張し
続けている。特徴的な形態で、外側に 2つ、内側に 1つの密度の高い星周物質なリングから構成されている。内側の
高密度なリング (Equatorial ring: ER)の周囲には低密度の HIIである星周物質 (CircumStellar Medium: CSM)が
存在していることが明らかになっている。
得られたスペクトルを図 1に示す。O、Ne、Mg、Si、S、Ar、Ca、Feの輝線が同定でき、2温度成分からなるプラズ
マモデルでよく再現できた。結果、電子温度は低温成分 kTe;low = 0:77+0:01 0:01 keV、高温成分 kTe;high = 3:05+0:19 0:15 keV
であり、電子温度に比べ、まだ元素の電離が平衡に至っていない未電離プラズマであることがわかった。さらに、
Dewey et al. (2012) による SN1987A の周辺物質の幾何学形状を元にプラズマが存在する体積を仮定し、本研究
では Emission Measure から各温度成分の電子密度 ne を導出した結果、ne;low は ne;low = 1:64+0:07 0:06  104 cm 3、
ne;high = 3:24
+0:01
 0:01  102 cm 3 となり、低温プラズマが ER、高温プラズマが CSM起因と考えて矛盾がないことが
わかった。























図 1 得られたスペクトル、2温度のプラズマモデルと同定した元素。データ点が 2種類あるのは観測した検出器
の違いである。十字のプロットがデータ、実線が再現したプラズマモデル、点線がプラズマモデルの内訳である。
